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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 34,847 7.8 2,741 ― 1,702 ― 1,245 29.2
22年3月期 32,320 △17.0 △493 ― △741 ― 964 ―

（注）包括利益 23年3月期 857百万円 （△37.9％） 22年3月期 1,381百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 27.66 27.63 5.7 3.0 7.9
22年3月期 21.39 ― 4.6 △1.3 △1.5

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  △417百万円 22年3月期  △318百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 56,136 22,696 39.5 492.15
22年3月期 55,699 21,874 38.6 477.09

（参考） 自己資本   23年3月期  22,161百万円 22年3月期  21,490百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 4,018 △3,834 △1,953 4,772
22年3月期 △862 △86 593 6,583

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 1.00 ― 2.00 3.00 135 14.0 0.6
23年3月期 ― 2.00 ― 2.00 4.00 180 14.5 0.8

24年3月期(予想) ― 2.00 ― 2.00 4.00 12.0

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 19,000 8.6 1,400 18.5 1,200 72.6 600 72.9 13.32
通期 40,000 14.8 3,000 9.4 2,500 46.8 1,500 20.4 33.31



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(注) 詳細は、19ページ「(7）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

(注) １株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、31ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 48,391,922 株 22年3月期 48,391,922 株

② 期末自己株式数 23年3月期 3,362,421 株 22年3月期 3,346,927 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 45,038,178 株 22年3月期 45,057,597 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 26,889 15.9 1,753 ― 1,451 ― 812 126.4
22年3月期 23,203 △20.6 △305 ― △334 ― 359 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 18.04 18.03
22年3月期 7.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 53,437 24,539 45.9 544.71
22年3月期 53,084 23,997 45.2 532.75

（参考） 自己資本 23年3月期  24,527百万円 22年3月期  23,997百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定要素を含んでおります。 
実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項については、２ページ「1．経営成績(1) 経 
営成績に関する分析」をご参照下さい。 
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(1）経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

当連結会計年度における経営環境は、中国等の新興国の経済成長持続や各国の経済対策等により緩やかな回復の傾

向がみられたものの、急激な円高の進行に加え、資源価格の高騰、中東・北アフリカ情勢及び欧州の財政問題等厳し

い状況もあり、さらに3月11日に発生した東日本大震災により日本経済に大きな打撃を与えただけでなく世界経済へ

の影響も懸念される状況となっています。 

こうした中、当社グループではさらなる経営基盤強化のため継続的に徹底したコスト削減・新規需要の開拓に努め

るとともに、将来を見据えた新規事業の育成にも取り組んでまいりました。ここ数年のこうした継続的な取組みの成

果により、当連結会計年度の売上高は34,847百万円（前期比7.8％増）と３期ぶりに増収に転じ、営業利益2,741百万

円（前期は営業損失493百万円）、経常利益1,702百万円（前期は経常損失741百万円）とそれぞれ黒字転換し、当期

純利益は1,245百万円（前期比29.2％増）となりました。 

なお、東日本大震災によりグループ会社の一部設備での被害や工業用水の復旧遅れ等の影響がありましたが、当社

グループ全体としては操業等への深刻な影響は受けておりません。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

(機能性顔料) 

需要はリーマンショックによる世界的な景気減速前の水準に回復してきており、稼働率の向上や徹底したコスト削

減活動等の成果により、売上高は前期比15.9%増の14,035百万円、セグメント利益は前期比151.3%増の4,010百万円と

なりました。 

(電子素材) 

リチウムイオン電池正極材料は、自動車分野への展開が進みました。その他の電子部品材料は需要回復により稼働

率が向上し、徹底したコスト削減等の強化にも取り組みました。こうした結果、電子素材事業全体の売上高は前期比

12.5%増の14,998百万円、セグメント利益は510百万円（前期は営業損失705百万円）となりました。 

(エンジニアリング) 

民間設備投資の回復が鈍いことに加え、諸資材価格の高止まり等の厳しい事業環境が続いており、売上高は前期比

15.3%減の5,821百万円、セグメント損失191百万円（前期は営業利益112百万）となりました。 

  

②次期の見通し 

中国をはじめとする新興国の経済成長という牽引要因はあるものの、円相場の高止まりや原燃料価格の高騰等に加

え、東日本大震災の影響の様々な方面への拡大懸念等により、当社グループの事業環境は不透明感が強まってきてい

ます。 

このような状況下、当社グループにおきましては、コスト削減や新規需要開拓に継続的に取り組むことで収益体質

を強化するとともに、リチウムイオン電池正極材料の電気自動車向けへの展開を確実なものとすべく取り組み強化し

てまいります。 

東日本大震災の影響が不透明ではありますが、以上を踏まえて平成24年３月期通期業績は、売上高40,000百万円、

営業利益3,000百万円、経常利益2,500百万、当期純利益1,500百万円を見込んでおります。 

  

(2）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産の部） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.9％減少し23,062百万円となりました。これは主として現金及び預金が

1,756百万円、受取手形及び売掛金が593百万円減少したこと等によるものです。（現金及び預金の詳しい内容につき

ましては、14～15ページの連結キャッシュ・フロー計算書をご参照ください。） 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.7％増加し、33,073百万円となりました。設備投資や関連会社への投融資

が主な増加要因となっています。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて0.8％増加し、56,136百万円となりました。 

（負債の部） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて6.7％増加し、22,567百万円となりました。これは主として支払手形及び買

掛金が940百万円増加したこと等によるものです。 

固定負債は前連結会計年度末に比べて14.3%減少の10,873百万円となりました。これは主として長期借入金の返済が

進んだことよるものです。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて1.1％減少し、33,440百万円となりました。 

１．経営成績
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（純資産の部） 

少数株主持分を含めた純資産合計は前連結会計年度末に比べて3.8％増加し、22,696百万円となりました。これは主

に当期純利益の計上、為替変動に伴う為替換算調整勘定の変化等によります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、4,772百万円となり、前連結会計年度末

と比べ1,811百万円減少いたしました。各キャシュ・フローの状況とその変動要因は次の通りです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは4,018百万円（前期は△862百万円）となりました。これは主にたな卸資産が

増加したものの、売上債権の減少及び仕入債務の増加等によります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは△3,834百万円（前期は△86百万円）となりました。これは主に関係会社等へ

の貸付金支出の増加、当連結会計年度は子会社を合弁化したことに伴う持分売却収入がなかったこと等によります。

（財務活動によるキャシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは△1,953百万円（前期は593百万円）となりました。これは主に借入金の返済

を進めたことによります。 

なお、当社グループのキャッシュ・フローに係る指標の推移は下記のとおりです。 

※ 自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

１． 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

２． 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数により算出しています。 

３． 営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ています。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を

対象としています。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用してい

ます。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社の利益配分に関する基本方針は、株主に対する安定的な配当を継続することを最も重視しておりますが、経営

成績、内部留保の充実、配当性向等も併せて勘案し、総合的に判断して決定することとしています。 

当期の剰余金の配当につきましては、すでに２円の中間配当を実施しておりますが、当期の業績および内部留保の

状況を踏まえ、期末配当は２円を予定しています。 

次期の配当は継続的な安定配当の考えに沿って、中間、期末ともに２円の年間では一株当たり４円を予定していま

す。 

  

  

  

  平成19年 

3月期 

平成20年 

3月期 

平成21年 

3月期 

平成22年 

3月期 

平成23年 

3月期 

自己資本比率（％） 56.9 47.7 36.4 38.6 39.5

時価ベースの自己資本比率（％） 47.8 36.8 30.1 59.9 63.8

債務償還年数（年） 3.8 3.8 － － 5.3

インタレスト・カバレッジ・レシ

オ 

28.7 18.4 － － 12.4
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 直近の有価証券報告書（平成22年６月30日提出）における「事業の内容」及び「関係会社の状況」から重要な変更がな

いため開示を省略しています。 

  

平成21年３月期決算短信（平成21年５月14日開示）により開示を行なった内容から重要な変更がないため開示を省略

します。 

当該決算短信は、次のURLからご覧いただくことができます。 

  

（当社ホームページ） 

http://www.todakogyo.co.jp/docs/ir/j/index.html 

  

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ）） 

http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 

  

  

２．企業集団の状況

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,751 4,994

受取手形及び売掛金 8,022 7,428

完成工事未収入金 1,403 1,410

商品及び製品 1,818 3,268

仕掛品 1,723 1,955

未成工事支出金 416 235

原材料及び貯蔵品 1,806 1,880

繰延税金資産 171 125

その他 1,412 1,807

貸倒引当金 △11 △45

流動資産合計 23,512 23,062

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※4, ※5  5,777 ※5  6,072

機械装置及び運搬具（純額） ※4, ※5  6,179 ※5  8,410

土地 ※4  6,789 6,525

リース資産（純額） 341 304

建設仮勘定 5,799 3,761

その他（純額） ※5  304 ※5  285

有形固定資産合計 ※1  25,193 ※1  25,359

無形固定資産   

のれん ※2  189 ※2  161

リース資産 73 57

その他 234 282

無形固定資産合計 497 502

投資その他の資産   

投資有価証券 ※3  2,507 ※3  2,558

長期貸付金 966 1,171

繰延税金資産 1,763 1,839

その他 ※3  1,597 ※3  1,774

貸倒引当金 △338 △133

投資その他の資産合計 6,496 7,211

固定資産合計 32,186 33,073

資産合計 55,699 56,136
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,434 5,374

短期借入金 11,055 9,805

1年内返済予定の長期借入金 ※8  2,051 ※8  3,422

1年内償還予定の社債 200 －

リース債務 60 65

未払法人税等 198 200

賞与引当金 272 293

完成工事補償引当金 71 51

工事未払金 1,368 1,001

その他 1,431 2,353

流動負債合計 21,144 22,567

固定負債   

長期借入金 ※8  9,701 ※8  8,049

リース債務 380 331

退職給付引当金 2,365 2,211

役員退職慰労引当金 180 197

環境対策引当金 － 62

その他 52 20

固定負債合計 12,681 10,873

負債合計 33,825 33,440

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,562 5,562

資本剰余金 15,553 15,553

利益剰余金 2,364 3,425

自己株式 △1,511 △1,523

株主資本合計 21,968 23,017

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △107 △197

為替換算調整勘定 △369 △658

その他の包括利益累計額合計 △477 △856

新株予約権 － 12

少数株主持分 383 523

純資産合計 21,874 22,696

負債純資産合計 55,699 56,136
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高   

商品及び製品売上高 26,664 30,237

完成工事高 5,656 4,610

売上高合計 32,320 34,847

売上原価   

売上原価 ※8  23,505 ※8  23,543

完成工事原価 4,713 4,046

売上原価合計 28,219 27,590

売上総利益 4,100 7,257

販売費及び一般管理費   

販売運賃 656 706

従業員給料手当 1,206 1,020

賞与引当金繰入額 50 80

退職給付費用 76 64

減価償却費 241 232

研究開発費 ※1  343 ※1  354

その他 2,019 2,057

販売費及び一般管理費合計 4,594 4,516

営業利益又は営業損失（△） △493 2,741

営業外収益   

受取利息 28 59

受取配当金 25 77

受取賃貸料 17 15

為替差益 230 －

雇用調整助成金 109 －

雑収入 134 ※2  192

営業外収益合計 546 344

営業外費用   

支払利息 321 324

持分法による投資損失 318 417

為替差損 － 457

雑損失 154 184

営業外費用合計 794 1,384

経常利益又は経常損失（△） △741 1,702
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

特別利益   

前期損益修正益 12 －

固定資産処分益 ※3  156 ※3  95

投資有価証券売却益 27 3

関係会社株式売却益 2,739 －

完成工事補償引当金戻入額 28 14

退職給付引当金戻入額 － 31

その他 ※6  17 －

特別利益合計 2,981 145

特別損失   

固定資産処分損 ※4  47 ※4  119

投資有価証券売却損 － 7

投資有価証券評価損 ※5  8 ※5  46

関係会社株式評価損 － 12

環境対策引当金繰入額 － 62

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3

貸倒引当金繰入額 － 12

のれん一括償却 327 －

減損損失 ※7  55 －

その他 ※9  11 ※9  20

特別損失合計 450 283

税金等調整前当期純利益 1,789 1,564

法人税、住民税及び事業税 196 281

法人税等調整額 603 27

法人税等合計 800 309

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,254

少数株主利益 24 9

当期純利益 964 1,245
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,254

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △90

為替換算調整勘定 － △98

持分法適用会社に対する持分相当額 － △208

その他の包括利益合計 － △397

包括利益 － 857

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 866

少数株主に係る包括利益 － △9
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 5,562 5,562

当期末残高 5,562 5,562

資本剰余金   

前期末残高 15,552 15,553

当期変動額   

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 0 0

当期末残高 15,553 15,553

利益剰余金   

前期末残高 1,531 2,364

当期変動額   

剰余金の配当 △135 △183

当期純利益 964 1,245

その他 3 －

当期変動額合計 832 1,061

当期末残高 2,364 3,425

自己株式   

前期末残高 △1,493 △1,511

当期変動額   

自己株式の取得 △17 △12

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △17 △12

当期末残高 △1,511 △1,523

株主資本合計   

前期末残高 21,153 21,968

当期変動額   

剰余金の配当 △135 △183

当期純利益 964 1,245

自己株式の取得 △17 △12

自己株式の処分 0 0

その他 3 －

当期変動額合計 815 1,049

当期末残高 21,968 23,017

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △281 △107

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 173 △90

当期変動額合計 173 △90

当期末残高 △107 △197
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

為替換算調整勘定   

前期末残高 △622 △369

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 252 △288

当期変動額合計 252 △288

当期末残高 △369 △658

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △904 △477

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 426 △378

当期変動額合計 426 △378

当期末残高 △477 △856

新株予約権   

前期末残高 － －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 12

当期変動額合計 － 12

当期末残高 － 12

少数株主持分   

前期末残高 383 383

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 0 139

当期変動額合計 0 139

当期末残高 383 523

純資産合計   

前期末残高 20,632 21,874

当期変動額   

剰余金の配当 △135 △183

当期純利益 964 1,245

自己株式の取得 △17 △12

自己株式の処分 0 0

その他 3 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 426 △227

当期変動額合計 1,241 821

当期末残高 21,874 22,696

戸田工業㈱（4100）平成23年３月期　決算短信

- 11 -



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,789 1,564

減価償却費 2,389 2,445

減損損失 55 －

のれん償却額 327 27

各種引当金の増減額 △204 △244

受取利息及び受取配当金 △54 △136

支払利息 321 324

投資有価証券売却損益（△は益） △27 4

投資有価証券評価損益（△は益） 8 46

関係会社株式売却損益（△は益） △2,739 －

関係会社株式評価損 － 12

為替差損益（△は益） △351 219

持分法による投資損益（△は益） 318 417

有形固定資産除却損 47 119

有形固定資産処分損益（△は益） △156 △95

売上債権の増減額（△は増加） △3,483 416

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,840 △1,607

仕入債務の増減額（△は減少） △1,367 201

未払又は未収消費税等の増減額 158 △197

その他 288 725

小計 △839 4,241

法人税等の支払額 △23 △222

営業活動によるキャッシュ・フロー △862 4,018

投資活動によるキャッシュ・フロー   

利息及び配当金の受取額 59 250

有価証券の売却による収入 － 5

投資有価証券の取得による支出 △6 △5

投資有価証券の売却による収入 128 26

関係会社株式の取得による支出 △291 △980

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

2,443 －

有形固定資産の取得による支出 △2,861 △2,422

有形固定資産の売却による収入 283 700

無形固定資産の取得による支出 △25 △97

貸付けによる支出 △199 △1,259

貸付金の回収による収入 388 454

その他 △6 △506

投資活動によるキャッシュ・フロー △86 △3,834
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 689 △100

長期借入れによる収入 1,500 900

長期借入金の返済による支出 △1,372 △2,330

利息の支払額 △321 △324

配当金の支払額 △135 △180

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △17 △12

少数株主からの払込みによる収入 － 150

その他 250 △57

財務活動によるキャッシュ・フロー 593 △1,953

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △356 △1,811

現金及び現金同等物の期首残高 6,967 ※1  6,583

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△27 －

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  6,583 ※1  4,772
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 該当事項はありません。  

   

  

(5）継続企業の前提に関する注記

(6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１ 連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社の数 17社 

主要な連結子会社の名称 

１ 連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社の数 18社 

主要な連結子会社の名称 

戸田アメリカINC.及び戸田アドバンストマテリアル

ズINC.は、一部保有株式の売却に伴い、関連会社とな

ったため、KASUI TECHNO SDN BHDは、重要性が乏しく

なったため、またFUJIKASUI DO BRASIL LTDA.は、清

算結了したため、当連結会計年度より連結の範囲から

除外しております。 

戸田工業ヨーロッパGmbH 

戸田ピグメント㈱ 

戸田マテリアル㈱ 

轡㈲ 

戸田塑磁材料（浙江）有限公司 

徳清戸田三峰顔料有限公司 

富士化水工業㈱ 

戸田フェライトコリア㈱ 

東京色材工業㈱ 

戸田麦格昆磁磁性材料（天津）有限公司 

T&I湖南インベストメント株式会社を平成22年11月

16日付で設立したため、当連結会計年度より連結の範

囲に含めております。 

戸田工業ヨーロッパGmbH 

戸田ピグメント㈱ 

戸田マテリアル㈱ 

轡㈲ 

戸田塑磁材料（浙江）有限公司 

徳清戸田三峰顔料有限公司 

富士化水工業㈱ 

戸田フェライトコリア㈱ 

東京色材工業㈱ 

戸田麦格昆磁磁性材料（天津）有限公司 

(2）主要な非連結子会社名 

クツワ化工㈱ 

(2）主要な非連結子会社名 

クツワ化工㈱ 

連結の範囲から除いた理由 

 非連結子会社は小規模会社であり、合計の総資

産、売上高、当期純損益及び利益剰余金（持分に見

合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響

を及ぼしていないためであります。 

連結の範囲から除いた理由 

同左 

２ 持分法の適用に関する事項 

(1）持分法を適用した非連結子会社数 ０社 

２ 持分法の適用に関する事項 

(1）持分法を適用した非連結子会社数 ０社 

(2）持分法を適用した関連会社数 ７社 

会社の名称 

徳清華源顔料有限公司 

HUMANELECS CO.,LTD 

浙江東磁戸田磁業有限公司 

五洲富士化水工程有限公司 

TODA ISU CORPORATION 

戸田アメリカINC. 

戸田アドバンストマテリアルズINC. 

 戸田アメリカINC.及び戸田アドバンストマテリア

ルズINC.は、一部保有株式の売却に伴い、関連会社

となったため、当連結会計年度より持分法適用会社

に含めております。  

 また、P.T.FUJIKASUI ENGINEERING INDONESIA

は、重要性が乏しくなったため、当連結会計年度よ

り持分法適用の範囲から除外しております。 

(2）持分法を適用した関連会社数 ７社 

会社の名称 

徳清華源顔料有限公司 

HUMANELECS CO.,LTD 

浙江東磁戸田磁業有限公司 

五洲富士化水工程有限公司 

TODA ISU CORPORATION 

戸田アメリカINC. 

戸田アドバンストマテリアルズINC. 
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前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

(3）持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のう

ち主要な会社の名称 

クツワ化工㈱ 

AUDAVI Corporation 

トダ・シーマナノテクノロジー㈱ 

(3）持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のう

ち主要な会社の名称 

クツワ化工㈱ 

AUDAVI Corporation 

トダ・シーマナノテクノロジー㈱ 

持分法を適用しない理由 

 持分法非適用会社は、それぞれ当期純損益及び利益

剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体として

も重要性がないため、持分法の適用から除外しており

ます。 

持分法を適用しない理由 

同左 

(4）持分法の適用の手続について特に記載する必要があ

ると認められる事項 

 持分法適用会社のうち、決算日が異なる会社につい

ては、当該会社の事業年度等に係る財務諸表を使用し

ております。 

(4）持分法の適用の手続について特に記載する必要があ

ると認められる事項 

同左 

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

 連結子会社のうち、国内子会社の富士化水工業㈱他２

社及び在外子会社の戸田塑磁材料（浙江）有限公司、徳

清戸田三峰顔料有限公司他10社の決算日は12月31日であ

ります。 

 連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸

表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引につ

いては、連結上必要な調整を行っております。 

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

同左 

４ 会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

 当連結会計年度末の市場価格等に基づく時価

法（評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定） 

４ 会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

同左 

時価のないもの 

 移動平均法による原価法 

時価のないもの 

同左 

② たな卸資産 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産 

主として総平均法による原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）によっております。 

但し、未成工事支出金は、個別法による原価法 

② たな卸資産 

通常の販売目的で保有するたな卸資産 

同左 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

 主として定額法によっております。 

 なお、耐用年数及び残存価額については、主とし

て法人税法に規定する方法と同一の基準によってお

ります。 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

同左 
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前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

 定額法によっております。 

 なお、償却年数については、主として法人税法に

規定する方法と同一の基準によっております。 

 ソフトウェア（自社利用分）については、社内に

おける利用可能期間（５年）に基づく定額法によっ

ております。 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

同左 

③ リース資産 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリ

ース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとす

る定額法によっております。 

 なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始

前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっております。 

③ リース資産 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリ

ース資産 

同左 

④ 長期前払費用 

 均等償却をしております。 

 なお、償却期間については、主として法人税法に

規定する方法と同一の基準によっております。 

④ 長期前払費用 

同左 

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収

不能見込額を計上しております。なお、在外の子会

社は貸倒見積額を計上しております。 

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

同左 

② 賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるた

め、支給見込額に基づき計上しております。 

② 賞与引当金 

同左 

③ 完成工事補償引当金 

 完成工事に係る瑕疵担保の費用に備えるため、発

生見込額を計上しております。 

③ 完成工事補償引当金 

同左 

④ 工事損失引当金 

 受注工事の損失に備えるため、当連結会計年度末

損失発生見込額を計上しております。 

④ 工事損失引当金 

同左 

⑤ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度

末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基

づき当連結会計年度末において発生していると認め

られる額を計上しております。なお、一部の在外子

会社については計上しておりません。 

 数理計算上の差異については、各連結会計年度の

発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（主として５年）による按分額をそれぞれ発生の

翌連結会計年度より費用処理しております。 

⑤ 退職給付引当金 

同左 
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前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

（会計方針の変更） 

 当連結会計年度より「「退職給付に係る会計基

準」の一部改正（その３）」（企業会計基準第19号

平成20年７月31日）を適用しております。 

 これによる損益への影響はありません。 

────── 

  

⑥ 役員退職慰労引当金 

 当社及び主要な連結子会社の役員の退職慰労金の

支出に備えるため、役員内規に基づく当連結会計年

度末要支給額を計上しております。 

⑥ 役員退職慰労引当金 

同左 

────── 

  

⑦ 環境対策引当金 

保管するＰＣＢ廃棄物等の処理費用の支出に備える

ため、合理的に見積もることが出来る費用について、

今後発生が見込まれる金額を計上しております。 

(4）重要な収益及び費用の計上基準 

 完成工事高の計上基準 

 当連結会計年度に着手した工事契約から当連結会計

年度末までの進捗部分について、成果の確実性が認め

られる工事については、工事進行基準(工事の進捗率

の見積りは原価比例法)をその他の工事については工

事完成基準を適用しております。 

(会計方針の変更) 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、

請負金額1億円以上（工期６ヶ月超）の工事について

は工事進行基準を、その他の工事については工事完成

基準を適用しておりましたが、当連結会計年度から

「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 

平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年

12月27日)を適用し、当連結会計年度に着手した工事

契約から当連結会計年度末までの進捗部分について、

成果の確実性が認められる工事については工事進行基

準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の

工事については工事完成基準を適用しております。 

 これによる損益への影響は軽微であります。 

(4）重要な収益及び費用の計上基準 

 完成工事高の計上基準 

 当連結会計年度末までの進捗部分について、成果の

確実性が認められる工事については、工事進行基準

(工事の進捗率の見積りは原価比例法)をその他の工事

については工事完成基準を適用しております。 

  

────── 

(5）連結財務諸表の作成の基礎となった連結会社の財務

諸表の作成に当たって採用した重要な外貨建の資産又

は負債の本邦通貨への換算の基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場

により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して

おります。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連

結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及

び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額

は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主

持分に含めております。 

(5）連結財務諸表の作成の基礎となった連結会社の財務

諸表の作成に当たって採用した重要な外貨建の資産又

は負債の本邦通貨への換算の基準 

同左 

(6）重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

 為替予約について振当処理の要件を満たしている

ため振当処理を、金利スワップについて特例処理の

要件を満たしているため特例処理を採用しておりま

す。 

(6）重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

為替予約について振当処理の要件を満たしている

場合は振当処理を採用しております。また、金利ス

ワップについて特例処理の要件を満たしているため

特例処理を採用しております。 
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前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

② ヘッジ手段とヘッジ対象 ② ヘッジ手段とヘッジ対象 

（ヘッジ手段） （ヘッジ対象） 

為替予約 外貨建金銭債務 

金利スワップ 借入金の利息 

（ヘッジ手段） （ヘッジ対象） 

為替予約 外貨建金銭債権債務 

金利スワップ 借入金の利息 

③ ヘッジ方針 

 外貨建取引の為替相場の変動リスクを回避する目

的で為替予約取引を行い、借入金の金利変動リスク

を回避する目的で金利スワップ取引を行っており、

ヘッジ対象の識別は個別契約毎に行っております。

③ ヘッジ方針 

同左 

④ ヘッジ有効性評価の方法 

 為替予約については、ヘッジ手段及びヘッジ対象

に関する重要な条件が一致し、かつヘッジ開始時及

びその後も継続して相場変動又はキャッシュ・フロ

ー変動を完全に相殺するものと想定することが出来

るため、ヘッジ有効性の評価を省略しております。

 また、金利スワップの特例処理の要件を満たして

いるので決算日における有効性の評価を省略してお

ります。 

④ ヘッジ有効性評価の方法 

同左 

────── 

  

  

(7）のれん及び負ののれんの償却方法及び償却期間 

のれんは、原則として５年間で均等償却しておりま

す。  

────── 

  

  

(8）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３カ月以内に

満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない短期的な投資であります。  

(9）その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によ

っております。 

(9) その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

同左 

５ 連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項 

 連結子会社の資産及び負債の評価方法は、全面時価評

価法によっております。 

────── 

６ のれん及び負ののれんの償却に関する事項 

 のれんは、原則として５年間で均等償却しておりま

す。 

────── 

７ 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 手許現金、要求払預金及び取得日から３カ月以内に満

期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、

かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短

期的な投資であります。 

────── 
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(7）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

────── （資産除去債務に関する会計基準の適用）  

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資

産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しておりま

す。 

 これにより営業利益、経常利益はそれぞれ0百万円減少

し、税金等調整前当期純利益は、3百万円減少しておりま

す。 

────── （「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社

の会計処理に関する当面の取扱い」の適用） 

 当連結会計年度より、「持分法に関する会計基準」

（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）及び

「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用

しております。  

 これによる経常利益及び税金等調整前当期純利益への

影響はありません。  
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(8）表示方法の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

（連結損益計算書） 

 前連結会計年度において区分掲記しておりました「債権

売却損」（当連結会計年度は15百万円）は、重要性が乏し

くなったため、当連結会計年度より営業外費用の「雑損

失」に含めて表示しております。 

（連結損益計算書） 

当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づ

き、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣

府令第５号）を適用し、「少数株主損益調整前当期純利

益」の科目で表示しております。 

  

  

  

 前連結会計年度において区分掲記しておりました「雇用

調整助成金」（当連結会計年度は 百万円）は、営業外収

益の100分の10以下となったため、当連結会計年度より営

業外収益の「雑収入」に含めて表示しております。 

  

26

（連結キャッシュ・フロー計算書） 

 前連結会計年度において、営業活動によるキャッシュ・

フローの「その他」に含めて表示しておりました「のれん

償却額」（前連結会計年度94百万円）及び「有形固定資産

処分損益」（前連結会計年度16百万円）は、重要性が増し

たため、当連結会計年度より区分掲記しております。 

 前連結会計年度において、投資活動によるキャッシュ・

フローの「投資有価証券の取得による支出」に含めて表示

しておりました「関係会社株式の取得による支出」（前連

結会計年度500百万円）は、重要性が増したため、当連結

会計年度より区分掲記しております。 

 前連結会計年度において、投資活動によるキャッシュ・

フローの「その他」に含めて表示しておりました「貸付金

の回収による収入」（前連結会計年度99百万円）は、重要

性が増したため、当連結会計年度より区分掲記しておりま

す。 

────── 

  

(9）追加情報

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

  当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し

ております。ただし、「その他の包括利益累計額」および

「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度の金額

は、「評価・換算差額等」および「評価・換算差額等合

計」の金額を記載しております。 
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(10）連結財務諸表に関する注記事項

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成23年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

  
  百万円42,365

  
  百万円43,549

※２ のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。

相殺前の金額は次のとおりであります。 

※２ のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。

相殺前の金額は次のとおりであります。 

  

のれん 百万円300

負ののれん 百万円110

差引 百万円189
  

のれん 百万円237

負ののれん 百万円75

差引 百万円161

※３ 非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとお

りであります。 

※３ 非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとお

りであります。 

  

投資有価証券（株式） 百万円1,157

投資その他の資産の「その他」 

（出資金） 
百万円355

  

投資有価証券（株式） 百万円1,431

投資その他の資産の「その他」 

（出資金） 
百万円327

※４ 連結子会社における担保提供資産及びそれに対応す

る債務は次のとおりであります。 

────── 

  

 上記物件は、短期借入金 百万円、１年内返済

予定の長期借入金 百万円、長期借入金 百万円の

担保に供しております。 

  

建物及び構築物 百万円19

機械装置及び運搬具 百万円4

土地 百万円194

 計 百万円218

185

50 36

   

      

      

      

      

※５ 圧縮記帳 

 取得価額から控除されている国庫補助金の圧縮記帳

額は次のとおりであります。 

※５ 圧縮記帳 

 取得価額から控除されている国庫補助金の圧縮記帳

額は次のとおりであります。 

  

建物及び構築物 百万円0

機械装置及び運搬具 百万円7

その他 百万円68

  

建物及び構築物 百万円0

機械装置及び運搬具 百万円7

その他 百万円68

６ 偶発債務 

 重要な訴訟事件 

 連結子会社の富士化水工業㈱は、現地の工事発注

元の会社とともに、中国で平成13年12月に海水脱硫

装置の特許侵害に関して現地の別の会社より訴訟を

提起されました。平成20年５月富士化水工業㈱は、

中国福建省高級人民法院において損害賠償金50百万

中国元（約７億５千万円）の支払を命じる第一審判

決を受けました。 

 富士化水工業㈱及び現地の工事発注元の会社とし

ては、第一審判決を不服として控訴すると同時に、

対象となる特許に特許性が認められないので、特許

無効審判請求を行っておりました。 

その後、平成21年12月に富士化水工業㈱の代理人

弁護士のもとに届いた通知により、中華人民共和国

最高人民法院において、富士化水工業㈱及び現地の

工事発注元の会社に対し、両者が共同して50百万中

国元の損害賠償責任を負う旨をはじめとする内容の

判決がなされたことが判明しました。 

当案件に関する今後の対応については、現在検討

中です。 

６ 偶発債務 

 重要な訴訟事件 

 連結子会社の富士化水工業㈱は、現地の工事発注

元の会社とともに、中国で平成13年12月に海水脱硫

装置の特許侵害に関して現地の別の会社より訴訟を

提起されました。平成20年５月富士化水工業㈱は、

中国福建省高級人民法院において損害賠償金 百万

中国元の支払を命じる第一審判決を受けました。 

 富士化水工業㈱及び現地の工事発注元の会社とし

ては、第一審判決を不服として控訴すると同時に、

対象となる特許に特許性が認められないので、特許

無効審判請求を行っておりました。 

その後、平成21年12月に富士化水工業㈱の代理人

弁護士のもとに届いた通知により、中華人民共和国

最高人民法院において、富士化水工業㈱及び現地の

工事発注元の会社に対し、両者が共同して 百万中

国元の損害賠償責任を負う旨をはじめとする内容の

判決がなされたことが判明しました。 

当案件に関する今後の対応については、現在検討

中です。 

50

50
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前連結会計年度 
（平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成23年３月31日） 

７ 手形割引高 

  

受取手形割引高 百万円502

────── 

  

      

※８ 財務制限条項 

 当社は、設備資金を安定的に調達するため、取引銀

行15行とシンジケート方式によるコミットメント期間

付タームローン契約を締結しております。 

 当連結会計年度末におけるコミットメント期間付タ

ームローン契約に係る借入未実行残高等は次のとおり

であります。 

※８ 財務制限条項 

 当社は、設備資金を安定的に調達するため、取引銀

行15行とシンジケート方式によるコミットメント期間

付タームローン契約を締結しております。 

 当連結会計年度末におけるコミットメント期間付タ

ームローン契約に係る借入未実行残高等は次のとおり

であります。 

コミットメント期間付 

タームローンの総額 
百万円5,000

借入実行残高 百万円5,000

差引額 ― 百万円

コミットメント期間付 

タームローンの総額 
百万円5,000

借入実行残高 百万円5,000

差引額  百万円―

 上記のコミットメント期間付タームローン契約につい

て、以下の財務制限条項が付されております。 

① 各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表

における純資産の部の金額を、平成20年３月期の

末日における貸借対照表の純資産の部の金額の

75％及び直前の決算期の末日における貸借対照表

の純資産の部の75％のいずれか高い方の金額以上

に維持する。 

 上記のコミットメント期間付タームローン契約（当連

結会計年度末残高3,750百万円）について、以下の財務

制限条項が付されております。 

① 各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表

における純資産の部の金額を、平成20年３月期の

末日における貸借対照表の純資産の部の金額の

％及び直前の決算期の末日における貸借対照表の

純資産の部の ％のいずれか高い方の金額以上に

維持する。 

75

75

② 各年度の決算期における連結の損益計算書に示さ

れる経常損益が２期連続して損失とならないよう

にする。 

 なお、当社は当連結会計年度末において、上記財務制

限条項の②に抵触しておりますが、主幹事会社を通して

全ての貸付人の金融機関に財政状態・資金計画等を説明

し、期限の利益喪失の権利を行使しない旨の同意を頂い

ております。 

② 各年度の決算期における連結の損益計算書に示さ

れる経常損益が２期連続して損失とならないよう

にする。 
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（連結損益計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

※１ 研究開発費の総額 

 一般管理費に含まれる研究開発費は 百万円であ

ります。なお、製造費用に含まれる研究開発費はあり

ません。 

  

343

※１ 研究開発費の総額 

 一般管理費に含まれる研究開発費は 百万円であ

ります。なお、製造費用に含まれる研究開発費はあり

ません。 

  

354

────── 

  

※２ 雑収入の内訳は、次のとおりであります。 

  

有価廃棄物収入 百万円43

その他 百万円149

計 百万円192

※３ 固定資産処分益の内容は次のとおりであります。 

  

機械装置及び運搬具 百万円15

土地 百万円140

計 百万円156

※３ 固定資産処分益の内容は次のとおりであります。 

  

機械装置及び運搬具 百万円0

建設仮勘定その他 百万円14

土地 百万円80

計 百万円95

※４ 固定資産処分損の内訳は次のとおりであります。 ※４ 固定資産処分損の内訳は次のとおりであります。 

  

建物及び構築物 百万円4

機械装置及び運搬具 百万円33

建設仮勘定その他 百万円4

撤去工事費 百万円5

計 百万円47

  

建物及び構築物 百万円2

機械装置及び運搬具 百万円54

建設仮勘定その他 百万円5

土地 百万円51

撤去工事費 百万円5

計 百万円119

※５ 投資有価証券評価損8百万円は株式に係るものであ

ります。 

  

※５ 投資有価証券評価損 百万円は株式に係るものであ

ります。 

  

46

※６ 特別利益のその他は、プリンストン債の残余財産の

分配金であります。 

  

────── 

  

  

※７ 減損損失 

 当社は、以下の資産グループについて減損損失を計

上しました。 

────── 

  

用途 種類 場所 減損損失

社宅 
用地等 

土地等 
富士化水工業㈱ 
（滋賀県草津市） 

百万円 55

        

       

（経緯） 

 当連結会計年度において、上記の通り、工場の移転のた

め解体を予定している社宅の用地及びこれに伴い廃棄を予

定している資産について、これらの帳簿価額を回収可能価

額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しまし

た。 

  

  

（グルーピングの方法） 

 原則として、事業セグメント別に区分し、賃貸用不動産

及び将来の使用が見込まれていない遊休資産については

個々の物件単位としております。 

  

（回収可能価額の算定方法等） 

 正味売却価額、固定資産税評価額基準 
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当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 
  
当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

  

  

前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

２ 自己株式に関する事項 

（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

減少数の主な内訳は、次のとおりであります。 

  

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

※８ 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下

による簿価切下額。 

※８ 通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下

による簿価切下額。 

  

売上原価 百万円362

  

売上原価 百万円136

※９ 特別損失のその他は、連結子会社において物流過程

で生じた事故の処理等に係る費用であります。 

  

※９ 特別損失のその他は、連結子会社における、工場移

転、物流過程で生じた事故の処理等に係る費用であり

ます。 

  

（連結包括利益計算書関係）

親会社株主に係る包括利益 百万円1,352
少数株主に係る包括利益  28

計  1,381

その他有価証券評価差額金 百万円173
為替換算調整勘定  14
持分法適用会社に対する持分相当額  204

計  392

（連結株主資本等変動計算書関係）

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式（千株）  48,391  －  －  48,391

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式（千株）  3,321  27  1  3,346

単元未満株式の買取りによる増加 千株27

単元未満株式の買増請求に対する売渡しによる減少 千株1
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３ 新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

４ 配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

２ 自己株式に関する事項 

（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

減少数の主な内訳は、次のとおりであります。 

３ 新株予約権に関する事項 

 (注) 新株予約権の当連結会計年度増加は、新株予約権の発行によるものであります。 

  

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日

平成21年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  90  2.0 平成21年３月31日 平成21年６月29日

平成21年11月６日 

取締役会 
普通株式  45  1.0 平成21年９月30日 平成21年12月10日

  
決議 

株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金  90  2.0 平成22年３月31日 平成22年６月30日

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式（千株）  48,391  －  －  48,391

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式（千株）  3,346  16  0  3,362

単元未満株式の買取りによる増加 千株16

単元未満株式の買増請求に対する売渡しによる減少 千株0

区分 
新株予約権の

内訳 

新株予約権の
目的となる株
式の種類 

新株予約権の目的となる株式の数（千株）  当連結会計
年度末残高 
（百万円） 

前連結会計
年度末  

当連結会計
年度増加  

当連結会計
年度減少  

当連結会計 
年度末  

 提出会社  新株予約権 普通株式  －    3,300  －  3,300  12

 合計  －  －  3,300  －  3,300  12
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４ 配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  90  2.0 平成22年３月31日 平成22年６月30日

平成22年11月８日 

取締役会 
普通株式  90  2.0 平成22年９月30日 平成22年12月10日

  
決議 

株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成23年６月29日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金  90  2.0 平成23年３月31日 平成23年６月30日

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

  

現金及び預金勘定 百万円6,751

預入期間３か月超の定期預金 百万円△167

現金及び現金同等物 百万円6,583

  

現金及び預金勘定 百万円4,994

預入期間３か月超の定期預金 百万円△222

現金及び現金同等物 百万円4,772

２  株式の売却により連結子会社でなくなった会社の資

産及び負債の主な内訳 

 株式の売却により連結子会社でなくなった戸田アメ

リカINC.及び戸田アドバンストマテリアルズINC.の資

産及び負債の内訳は次のとおりであります。  

流動資産 百万円1,674

固定資産 百万円983

資産合計 百万円2,658

流動負債 百万円△1,484

固定負債 百万円△653

負債合計 百万円△2,137

────── 
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前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 （注）１ 事業の区分は製品系列を基礎として販売市場の類似性を加味した区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1）機能性顔料事業‥‥‥‥‥‥磁性粉末材料、各種着色材料 

(2）電子素材事業‥‥‥‥‥‥‥フェライト材料、リチウムイオン電池正極材料、合成樹脂用安定剤等 

(3）エンジニアリング事業‥‥‥プラントエンジニアリング、土壌改質剤 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（1,497百万円）の主なものは、親会社の

本社管理部門に係る費用であります。 

４ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（17,330百万円）の主なものは、親会社での現金及び預

金、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門等に係る資産等であります。 

５ 減価償却費及び資本的支出には、長期前払費用の償却額及び増加額がそれぞれ含まれております。  

  

（セグメント情報等）

ａ．事業の種類別セグメント情報

  
機能性顔料

事業 
（百万円） 

電子素材
事業 

（百万円） 

エンジニア
リング事業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去 
又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益                                    

売上高                                    

(1）外部顧客に 

  対する売上高 
 12,105  13,328  6,876  32,310  －  32,310

(2）セグメント間の 

  内部売上高又は 

  振替高 

 9  －  －  9  －  9

計  12,114  13,328  6,876  32,320  －  32,320

営業費用  10,519  14,034  6,763  31,317  1,497  32,814

営業利益又は 

営業損失(△) 
 1,595  △705  112  1,003  △1,497  △493

Ⅱ 資産、減価償却費、 

  減損損失及び 

  資本的支出 

                                   

資産  14,559  20,607  3,201  38,368  17,330  55,699

減価償却費  784  1,022  57  1,864  356  2,221

減損損失  －  －  55  55  －  55

資本的支出  309  1,554  62  1,926  227  2,154
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前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）ヨーロッパ‥‥‥ドイツ 

(2）北アメリカ‥‥‥カナダ、アメリカ 

(3）アジア‥‥‥‥‥中国、タイ、ベトナム、韓国、台湾 

  

前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 （注）１ 各区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国 

(1）北アメリカ………アメリカ 

(2）アジア……………韓国、中国、タイ、ベトナム 

(3）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、イタリア 

(4）その他の地域……オーストラリア 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

ｂ．所在地別セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
ヨーロッパ
（百万円）

北アメリカ
（百万円）

アジア
（百万円）

計
（百万円） 

消去 
又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

Ⅰ 売上高及び営業損益                                          

売上高                                          

(1）外部顧客に 

  対する売上高 
 28,728  765  598  2,228  32,320  －  32,320

(2）セグメント間の 

  内部売上高又は 

  振替高 

 1,309  84  991  592  2,978 (2,978)  －

計  30,037  849  1,589  2,821  35,298 (2,978)  32,320

営業費用  29,721  858  2,759  2,732  36,071 (3,257)  32,814

営業利益又は 

営業損失(△) 
 316  △8  △1,169  88  △773  279  △493

Ⅱ 資産  54,057  500  －  3,294  57,852 (2,152)  55,699

ｃ．海外売上高

  北アメリカ アジア ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,007  4,661  789  22  7,480

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  －  32,320

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合(％) 
 6.2  14.4  2.4  0.1  23.1
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当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。当社グループの報告セグメントの区分は製品系列を基礎として製造方法、製造過程並び

に販売市場の類似性を考慮して区分しており、「機能性顔料」、「電子素材」、「エンジニアリング」の

３つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントの主な製品は次の通りです。 

（１）機能性顔料・・・・・・磁性粉末材料、各種着色材料 

（２）電子素材・・・・・・・フェライト材料、リチウムイオン電池正極材料、合成樹脂用安定剤等 

（３）エンジニアリング・・・プラントエンジニアリング、土壌改質剤  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と同一であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

                               （単位：百万円）

     （注）１．セグメント利益の調整額△1,587百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,624

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。   

   ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

   

ｄ．セグメント情報

  

報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１  

連結財務諸表

計上額 

（注）２ 機能性顔料 電子素材 
エンジニア 

リング  

売上高 

 外部顧客への売上高 14,035  14,998  5,813  34,847  －  34,847

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
 －  － 7 7  △7  －

計  14,035  14,998  5,821  34,855  △7  34,847

 セグメント利益    

又は損失（△） 
 4,010  510 △191  4,329 △1,587  2,741

 セグメント資産  15,494  21,556 3,116  40,167 15,969  56,136

その他の項目 

 減価償却費 839  1,316  45  2,202  270  2,472

 有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
 367  2,811 55  3,233 229  3,463
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当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しています。 

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

（単位：百万円）

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。   

  

(2）有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の90％を超えるため、記載を

省略しています。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、記載を省

略しています。 

    

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

 該当事項はありません。  

   

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

 金額の重要性が乏しいので記載を省略しております。 

   

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

 該当事項はありません。 

   

（追加情報） 

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

 当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

    

ｅ．関連情報

 日本 ヨーロッパ 北アメリカ アジア その他の地域 計

 25,061 1,262  983  7,516  23 34,847 

ｆ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

ｇ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

ｈ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

関連当事者との取引 

連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

 連結財務諸表提出会社の役員及び個人主要株主（個人の場合に限る）等 

 （注）１ 取引金額及び期末残高には消費税等は含まれておりません。 

２ 当社が戸田ホールディングス㈱に資金貸付している64百万円に対し、当社代表取締役社長戸田俊行から担保

として当社株式160千株を預かっております。期末残高は、期末日の終値で評価した額であります。 

 （注）１ 取引金額及び期末残高には消費税等は含まれておりません。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

 資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定し、返済条件は期間１年としています。

担保として当社代表取締役社長戸田俊行から当社株式160千株を預かっております。 

３ 戸田ホールディングス㈱は、当社代表取締役社長戸田俊行が議決権の過半数を所有し、同社の代表取締役を

兼任しています。 

 （注）１ 取引金額には消費税等は含まれておりませんが、期末残高には含まれています。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

 製造工程作業等の委託、事務所等の賃貸等については、市場価格を勘案して合理的に決定しております。

３ 戸田テクノロジーサービス㈱は戸田ホールディングス㈱の子会社でしたが、平成22年３月に戸田ホールディ

ングス（株）が所有する同社の全株式を当社代表取締役社長戸田俊行に譲渡しています。 

 （注）１ 取引金額には消費税等は含まれていません。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

 産業廃棄物処理の委託及び建物等の賃貸料については、市場価格を勘案して合理的に決定しております。

３ ㈱トダドットコムは戸田ホールディングス㈱の子会社であります。 

（関連当事者情報）

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額 
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員 戸田俊行 －  －
当社の代表
取締役社長

（被所有）
直接 

 15.9
－ 

戸田ホールデ
ィングス㈱へ
の資金貸付64
百万円に対す
る担保 

 －
担保とし
て当社株
式160千株 

110

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額 
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員が議
決権の過
半数を所
有してい
る会社 

戸田ホー
ルディン
グス㈱ 

東京都 
港区  100

駐車場の管
理運営等 

（被所有）
直接 

 2.2

損害保険の
取次 
資金の貸付 
役員の兼任 

資金の貸付  115

短期貸付金 64

資金の回収  115

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員が議
決権の過
半数を所
有してい
る会社の
子会社 

戸田テク
ノロジー
サービス
㈱ 

東京都 
港区  95

労働者派遣
事業等 － 

製造工程作
業等の請負
建物の賃借
等 

製造工程作業
等の委託  358 買掛金 0

事務所等の賃
貸等  24

流動資産
その他 －

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額 
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員が議
決権の過
半数を所
有してい
る会社の
子会社 

㈱トダド
ットコム 

広島市 
安佐北区  30

パソコンリ
サイクル、
データ消
去、産業廃
棄物処理等

－ 
建物の賃借
産業廃棄物
処理の請負 

当社所有建物
の賃貸  1

流動資産
その他 －

産業廃棄物処
理の委託  11 買掛金 －
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 （注）１ 取引金額には消費税等は含まれておりませんが、期末残高には含まれています。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

 資金の貸付については、市場金利を勘案して利子率について合理的に貸付条件を決定しています。 

３ 市場康之氏は、当社代表取締役社長戸田俊行の義兄であります。 

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

関連当事者との取引 

連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

 連結財務諸表提出会社の役員及び個人主要株主（個人の場合に限る）等 

 （注）１ 取引金額及び期末残高には消費税等は含まれておりません。 

２ 当社が戸田ホールディングス㈱に資金貸付している64百万円に対し、当社代表取締役社長戸田俊行から担保

として当社株式160千株を預かっております。期末残高は、期末日の終値で評価した額であります。 

 （注）１ 取引金額及び期末残高には消費税等は含まれておりません。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

 資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定し、返済条件は期間１年としています。

担保として当社代表取締役社長戸田俊行から当社株式160千株を預かっております。 

３ 戸田ホールディングス㈱は、当社代表取締役社長戸田俊行が議決権の過半数を所有し、同社の代表取締役を

兼任しています。 

 （注）１ 取引金額には消費税等は含まれておりませんが、期末残高には含まれています。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

 製造工程作業等の委託、事務所等の賃貸等については、市場価格を勘案して合理的に決定しております。

３ 戸田テクノロジーサービス㈱は戸田ホールディングス㈱の子会社でしたが、平成22年３月に戸田ホールディ

ングス（株）が所有する同社の全株式を当社代表取締役社長戸田俊行に譲渡しています。 

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員の 
近親者 市場康之 －  － 医師 － 建物の賃借 

当社所有建物
の賃貸に係る
敷金 

 －
固定負債
その他 27

当社所有建物
の賃貸  5

流動資産
その他 40

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額 
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員 戸田俊行 －  －
当社の代表
取締役社長

（被所有）
直接 

 15.9
－ 

戸田ホールデ
ィングス㈱へ
の資金貸付64
百万円に対す
る担保 

     
担保とし
て当社株
式160千株 

    

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額 
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員が議
決権の過
半数を所
有してい
る会社 

戸田ホー
ルディン
グス㈱ 

東京都 
港区  100

駐車場の管
理運営等 

（被所有）
直接 

 2.2

損害保険の
取次 
資金の貸付 
役員の兼任 

資金の貸付      

短期貸付金     

資金の回収      

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員が議
決権の過
半数を所
有してい
る会社の
子会社 

戸田テク
ノロジー
サービス
㈱ 

東京都 
港区  95

労働者派遣
事業等 － 

製造工程作
業等の請負
建物の賃借
等 

製造工程作業
等の委託       買掛金     

事務所等の賃
貸等      

流動資産
その他     
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 （注）１ 取引金額には消費税等は含まれていません。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

 産業廃棄物処理の委託及び建物等の賃貸料については、市場価格を勘案して合理的に決定しております。

３ ㈱トダドットコムは戸田ホールディングス㈱の子会社であります。 

 （注）１ 取引金額には消費税等は含まれておりませんが、期末残高には含まれています。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

 資金の貸付については、市場金利を勘案して利子率について合理的に貸付条件を決定しています。 

３ 市場康之氏は、当社代表取締役社長戸田俊行の義兄であります。 

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額 
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員が議
決権の過
半数を所
有してい
る会社の
子会社 

㈱トダド
ットコム 

広島市 
安佐北区  30

パソコンリ
サイクル、
データ消
去、産業廃
棄物処理等

－ 
建物の賃借
産業廃棄物
処理の請負 

当社所有建物
の賃貸      

流動資産
その他     

産業廃棄物処
理の委託       買掛金     

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

所在地 
資本金又
は出資金 
(百万円) 

事業の内容
又は職業 

議決権等の所
有（被所有）
割合（％） 

関連当事者
との関係 取引の内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

役員の 
近親者 市場康之 －  － 医師 － 建物の賃借 

当社所有建物
の賃貸に係る
敷金 

     
固定負債
その他     

当社所有建物
の賃貸      

流動資産
その他     
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 （注） 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

２ １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

  

  該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり純資産額 円477.09

１株当たり当期純利益 円21.39

１株当たり純資産額 円492.15

１株当たり当期純利益 円27.66

潜在株式調整後１株当たり 

当期純利益 
円27.63

項 目 
前連結会計年度末

（平成22年３月31日） 
当連結会計年度末

（平成23年３月31日） 

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 

（百万円） 
 21,874  22,696

普通株式に係る純資産額（百万円）  21,490  22,161

差額の主な内訳（百万円） 

 新株予約権 

 少数株主持分  

  

  

  

－

383

  

  

  

12

523

普通株式の発行済株式数（千株）  48,391  48,391

普通株式の自己株式数（千株）  3,346  3,362

１株当たり純資産額の算定に用いられた 

普通株式の数（千株） 
 45,044  45,029

項 目 
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

連結損益計算書上の当期純利益（百万円）  964  1,245

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  964  1,245

普通株式の期中平均株式数（千株）  45,057  45,038

潜在株式調整後１株当たり当期純利益     

当期純利益調整額（百万円）  －  －

普通株式増加数（千株） 

（うち新株予約権） 

 

(－) 

－  

(34) 

34

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要 

──────  ──────  

（重要な後発事象）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,447 2,497

受取手形 187 272

売掛金 6,678 6,234

商品及び製品 1,454 2,572

仕掛品 1,187 1,229

原材料及び貯蔵品 1,448 1,406

前払費用 10 8

繰延税金資産 110 111

未収入金 1,052 529

短期貸付金 1,785 2,108

その他 99 475

貸倒引当金 △0 △37

流動資産合計 18,462 17,409

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,595 5,058

構築物（純額） 686 620

機械及び装置（純額） 5,565 7,732

車両運搬具（純額） 1 1

工具、器具及び備品（純額） 242 212

土地 5,852 5,844

リース資産（純額） 324 291

建設仮勘定 5,791 3,766

有形固定資産合計 23,059 23,527

無形固定資産   

のれん 285 228

特許権 124 102

ソフトウエア 15 85

リース資産 69 54

その他 6 21

無形固定資産合計 501 492
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,297 1,090

関係会社株式 4,184 5,124

関係会社出資金 1,297 1,297

長期貸付金 150 400

従業員に対する長期貸付金 39 45

関係会社長期貸付金 2,058 2,018

破産更生債権等 － 117

長期前払費用 18 13

繰延税金資産 1,969 1,992

その他 193 172

貸倒引当金 △3 △121

投資損失引当金 △143 △143

投資その他の資産合計 11,061 12,008

固定資産合計 34,622 36,028

資産合計 53,084 53,437

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,202 4,478

短期借入金 10,450 8,700

1年内返済予定の長期借入金 1,942 3,360

リース債務 60 63

未払金 300 －

未払費用 250 255

未払法人税等 52 34

預り金 39 37

前受収益 0 －

賞与引当金 230 248

設備未払金 148 1,089

その他 87 4

流動負債合計 16,765 18,272

固定負債   

長期借入金 9,570 7,994

リース債務 358 315

退職給付引当金 2,186 2,060

役員退職慰労引当金 174 188

環境対策引当金 － 62

その他 31 4

固定負債合計 12,321 10,625

負債合計 29,086 28,897
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,562 5,562

資本剰余金   

資本準備金 15,552 15,552

その他資本剰余金 0 0

資本剰余金合計 15,553 15,553

利益剰余金   

利益準備金 1,110 1,110

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 72 72

別途積立金 2,455 2,455

繰越利益剰余金 798 1,431

利益剰余金合計 4,436 5,069

自己株式 △1,511 △1,523

株主資本合計 24,040 24,661

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △43 △133

評価・換算差額等合計 △43 △133

新株予約権 － 12

純資産合計 23,997 24,539

負債純資産合計 53,084 53,437
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高   

商品売上高 5,349 10,470

製品売上高 17,853 16,419

売上高合計 23,203 26,889

売上原価   

商品期首たな卸高 284 590

当期商品仕入高 4,575 10,005

合計 4,860 10,596

商品期末たな卸高 590 1,391

商品売上原価 4,269 9,204

製品期首たな卸高 1,779 864

当期製品製造原価 15,677 13,377

合計 17,457 14,241

製品期末たな卸高 864 1,181

製品売上原価 16,593 13,059

売上原価合計 20,863 22,264

売上総利益 2,340 4,624

販売費及び一般管理費   

販売運賃 525 547

役員報酬 52 49

従業員給料手当 482 467

賞与引当金繰入額 44 49

退職給付費用 43 30

役員退職慰労引当金繰入額 14 14

旅費及び交通費 89 106

減価償却費 187 176

研究開発費 341 352

貸倒引当金繰入額 － 154

その他 864 920

販売費及び一般管理費合計 2,645 2,870

営業利益又は営業損失（△） △305 1,753
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業外収益   

受取利息 128 107

受取配当金 46 161

受取賃貸料 26 80

為替差益 41 －

雇用調整助成金 101 －

雑収入 22 92

営業外収益合計 366 442

営業外費用   

支払利息 296 296

債権売却損 15 －

為替差損 － 295

雑損失 83 153

営業外費用合計 395 745

経常利益又は経常損失（△） △334 1,451

特別利益   

固定資産処分益 － 95

投資有価証券売却益 11 0

関係会社株式売却益 2,677 －

その他 17 －

特別利益合計 2,706 95

特別損失   

固定資産処分損 41 63

投資有価証券売却損 － 7

投資有価証券評価損 1 43

関係会社株式売却損 878 －

関係会社株式評価損 308 490

環境対策引当金繰入額 － 62

投資損失引当金繰入額 143 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3

特別損失合計 1,373 670

税引前当期純利益 999 876

法人税、住民税及び事業税 17 26

法人税等調整額 622 37

法人税等合計 640 63

当期純利益 359 812
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 5,562 5,562

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,562 5,562

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 15,552 15,552

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 15,552 15,552

その他資本剰余金   

前期末残高 0 0

当期変動額   

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 0 0

当期末残高 0 0

資本剰余金合計   

前期末残高 15,552 15,553

当期変動額   

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 0 0

当期末残高 15,553 15,553

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 1,110 1,110

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,110 1,110

その他利益剰余金   

特別償却積立金   

前期末残高 1 －

当期変動額   

特別償却積立金の取崩 △1 －

当期変動額合計 △1 －

当期末残高 － －

固定資産圧縮積立金   

前期末残高 72 72

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 72 72
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

別途積立金   

前期末残高 6,455 2,455

当期変動額   

別途積立金の取崩 △4,000 －

当期変動額合計 △4,000 －

当期末残高 2,455 2,455

繰越利益剰余金   

前期末残高 △3,426 798

当期変動額   

特別償却積立金の取崩 1 －

剰余金の配当 △135 △180

別途積立金の取崩 4,000 －

当期純利益 359 812

当期変動額合計 4,225 632

当期末残高 798 1,431

利益剰余金合計   

前期末残高 4,213 4,436

当期変動額   

剰余金の配当 △135 △180

当期純利益 359 812

当期変動額合計 223 632

当期末残高 4,436 5,069

自己株式   

前期末残高 △1,493 △1,511

当期変動額   

自己株式の取得 △17 △12

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △17 △12

当期末残高 △1,511 △1,523

株主資本合計   

前期末残高 23,834 24,040

当期変動額   

剰余金の配当 △135 △180

当期純利益 359 812

自己株式の取得 △17 △12

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 206 620

当期末残高 24,040 24,661
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △228 △43

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 184 △90

当期変動額合計 184 △90

当期末残高 △43 △133

評価・換算差額等合計   

前期末残高 △228 △43

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 184 △90

当期変動額合計 184 △90

当期末残高 △43 △133

新株予約権   

前期末残高 － －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 12

当期変動額合計 － 12

当期末残高 － 12

純資産合計   

前期末残高 23,606 23,997

当期変動額   

剰余金の配当 △135 △180

当期純利益 359 812

自己株式の取得 △17 △12

自己株式の処分 0 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 184 △78

当期変動額合計 391 542

当期末残高 23,997 24,539
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